
 

  

Ryu’s Paper
 春が近づき、少し暖かくなってきましたね。今回の「図書館でめぐる郷土～八尾市史編～」のテーマは、

「八尾市の災害（地震）」です。昨年は新年早々から大地震が発生しました。今後 30年以内の南海トラフ巨

大地震の発生率は 80％ともいわれていますが、八尾市では過去にマグニチュード 6.5～8.4 の規模の地震が

発生していました。今後もしかしたら起こるかもしれない災害について、少し考えてみませんか？ 
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1510 年（永正 7 年）8 月、河内地方を襲った河内地震は誉田
こ ん だ

断層が活動したといわれ、藤井寺市の葛井寺
ふ じ い で ら

や天王寺

金堂・八尾の常光寺
じ ょ う こ う じ

などが倒壊しています。この地震は応
お う

神
じ ん

天皇
てんのう

陵
りょう

といわれる誉田山古墳で断層が発見されており、この

時の地震の痕跡といわれています。 

1707年（宝永 4年）10月の宝
ほ う

永
えい

南海地震は日本列島が歴史時代に体験した最大規模の地震で、東海地方から紀伊

半島、四国の南半分までが震度 6～7の揺れに襲われました。大坂では家屋 1,800軒が倒壊し、久
きゅう

宝
ほ う

寺
じ

村の顕証寺
け ん し ょ う じ

では

この地震の被害を受けた本堂が再建され、記録では 1709年（正徳 6年）4月 1日に棟上式が行われました。 

1854 年（嘉永 7 年）は立て続けに大きな地震に見舞われました。6 月の伊賀上野地震は伊賀（三重県）を震源として

15 日の本震の前に 12 日から大きな前震が連続して発生し、伊賀国から伊勢国、大和国、八尾のある河内国、大坂など

広い地域で被害が発生しました。11 月 4 日には安政
あんせい

東海地震、翌 5 日には安政南海地震が続き、5 日に発生した津波

により大坂の木
き

津川
づ が わ

や安治川
あ じ か わ

が逆流。死者は 700 人に及び、船 8，000 艘が破損しました。11 月に起きたふたつの地震

により久宝寺村などが困窮し、復興のために領主から借金して村の再建をはかる証文が残っています。 

 近代では、1936 年（昭和 11 年）2 月、大阪府・奈良県境付近を震源とするマグニチュード 6.4 の河内大和地震が発生

しました。前日には第十九回総選挙があり、当日は開票作業の最中でした。この地震で南河内を中心に大きな被害があ

り、中河内郡でも負傷者 4 人、住家の半壊 13 戸、非住家の全壊 2 戸、半壊 12 戸、他にも水道管や工場蒸気パイプの

破裂や、土塀の倒壊、ガラス窓の破損、神社の灯籠の倒壊などが相次ぎました。 

1995 年（平成 7 年）の阪神・淡路大震災や 2011 年（平成 23 年）の東日本大震災によって被災地は大きな被害をこ

うむりました。そして、いま南海トラフ地震の発生が懸念され、八尾市は「最大震度 6 弱」になるといわれています。また、

生駒
い こ ま

断層帯
だんそうたい

地震も懸念されています。生駒断層帯とは枚方市から羽曳野市までほぼ南北に延びる全長 38ｋｍの断層帯

で、旧国道 170 号に沿って通過しています。今後、30 年以内の地震発生率は「ほぼ 0％から 0.1％」とやや高く、八尾市

の多くの地域で「震度 6強」の揺れになると推定されています。大地震が起こると、 

ほぼ同時に津波や液状化などが起きる可能性があります。八尾市内でも田井中
た い な か

 

遺跡・志紀
し き

遺跡・東弓削
ひ が し ゆ げ

遺跡・久宝寺遺跡などで、液状化に伴う地層の変形や 

砂脈
さ み ゃ く

が見つかっています。八尾市では南海トラフ地震による浸水は想定されてい 

ませんが、液状化による被害想定だけで 4,813棟が壊滅するといわれています。 

過去の災害を教訓にして、日頃からできる防災対策を考えていきましょう。 
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【写真】 地震よる砂脈＜久宝寺遺跡＞ 

      『新版八尾市史 通史編 1』より 



-Information イベントのご案内 

●日時…2025年 3月 23日（日） 14：00～16：00 

●場所…龍華コミセン 3階 集会室 

●対象…小学生以上 

●定員…20名（申込順） 

●申込…2025年 3月 9日（日）9：00～ 

      龍華図書館カウンター、電話、FAXにて受付。 

●日時…2025年 4月 6日（日） 13：30～14：40 

●場所…龍華コミセン 3階 集会室 

●対象…小学生以下 

（保護者１名まで同伴可） 

●定員…30名（申込順） 

●申込…2025年 3月 22日（土）9：00～ 

      龍華図書館カウンター、電話、FAXにて受付。 

 

 

  3 月の Topics＆Information 

 

〒581-0056大阪府八尾市南太子堂 2-1-45 

TEL 072-922-8007 FAX 072-922-7057 

 
ホームページ https://yao-ryugelib.jp/ 

 

-Topics 

情報発信をしていますので、 

いいね！してください。 

八尾市立龍華図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター 編集・発行 

3 月１日は「オリジナル T シャツの日」です。オリジナル T シャツの日にちなみ、小説家の村上春

樹さんの T シャツコレクションが集められた本をご紹介します。様々な経緯で「つい集まってしまっ

た」膨大な数の Tシャツの中から選りすぐりの 108枚と Tシャツをめぐる 18篇のエピソードを収録

したエッセイ集です。個性豊かなＴシャツと村上さんの洒脱な文章が味わい深い 1冊です。 

【表紙画像】出版書誌データベースより 

 

知っていますか？「相互
そ う ご

貸借
たいしゃく

」 

１ 

 元・鉄道員の谷口保考さんをお招きし、 

「入門編」として鉄道についてお話していただきます。 

「読みたい本があるのに、八尾市の図書館にはない。し

かも結構古い本だし……」と、あきらめてしまったことは

ありませんか?「八尾市にない本を読みたい！」というと

き、八尾市の図書館を通じて、その本がある他自治体

の図書館に依頼して本を借りることができます。 

全国の公共図書館には図書館同士で資料を貸し借り

する『相互貸借』というシステムがあります。 

なるべく多くの人に資料を提供できるよう、自治体の垣

根を越えて協力し合っています。 

市内にある本を予約したときより時間はかかりますが、

八尾市にない本を読みたいときは一度図書館のカウン

ターでご相談ください。 

 

 

 

鉄道なんでも講座 

春のちびっこ映画上映会 

人気シリーズ「おしりたんてい」の 

映画「さらば愛しき相棒
お し り

よ」の上映会です。 

 

※利用は八尾市在住の方に限ります。八尾市外に在

住の方はお住まいの自治体の図書館へご相談くだ

さい。 

※相手館の資料状況によって借受ができないこともあ

ります。 

※相互貸借資料の延長はできません。 

※返却ポストへの返却はできません。カウンターでの返

却をお願いします。 

 

 

 


